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～ 松野町民の思いが
　　　　　　いよいよカタチに ～

地域福祉活動計画地域福祉活動計画

　私たちは誰もが、“自分が望む暮らし”を送りたいと
願っています。この望む暮らしを実現していくには、自
助はもとより、ご近所同士の助け合いから行政等による
公的なサービスまでを含む、幅広い「支え合い活動」が
不可欠です。

　松野町社会福祉協議会では、住民のみなさんや地域の活動団体等に呼びかけ、
この先5年間の「支え合い活動＝地域福祉活動」について考えました。
　5年間の取り組み目標を示したものが、地域福祉活動計画です。

　この計画づくりは、平成27年8月に、
18歳以上の住民の方と小学4年生～中学
3年生のみなさんにご協力いただいた
「福祉のまちづくりアンケート」から
はじまりました。

　この計画は、10部落それぞれの『地区福祉活動計画』と、その取り組みを支援
していくとともに、松野町全体の課題を解決するための行動を示す『松野町地域
福祉活動計画』で構成されています。
　計画書は、4月以降にみなさんのところへお届けする予定です。

　「福祉のまちづくり」アンケート実施
18歳以上の住民の方と小学4年生～中学3年生

部落ごとの小委員会
　　　3回実施

策定委員会
　4回実施

　その後、様々な分野で活動されている地域のみなさんに集まっていただき、
部落ごとに小委員会（座談会）を開催しました。小委員会の中で部落ごとに課題
や困りごとについて話し合う際には、「自分」のことだけでなく、いろんな世代
や立場の人たちのことを考え、「自分たち」のこととして考え、支え合いのアイ
デアを出し合い、「自分たちが目指す地域」にするためにどのように行動してい
くのか、部落ごとの行動計画を考えました。さらに、この計画を実施するための
具体的なステップを考え、“絵に描いたもち”にならない計画となるよう工夫し
ました。
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　「つながり ささえあう みんなの地域づくり」をス
ローガンとして、歳末たすけあい運動が12月1日か
ら１か月間実施され、たくさんの方にご協力いただ
きました。
　平成28年度の歳末たすけあい運動募金実績額は、
310,800円でした。
　みなさまからの寄付金は、民生児童委員のご協力
により、社会的支援を必要とされる町内外203名の
方々への見守りを兼ねた福祉活動に活用させていた
だきました。

　みなさまの温かいお気持ちに感謝申し上げます。

歳末たすけあい運動へのご協力
  ありがとうございました！

　詳しくは、中央共同募金会ホームページ（http://www.akaihane.or.jp/）を
ご覧いただくか、松野町社協（42-0794）までお問い合わせください。

福祉巡回車 の寄贈を受けました

　平成28年11月、生命保険協会愛媛県協会より、福祉巡回車1台を寄贈してい
ただきました。

　生命保険協会愛媛県協会は、四半世紀にわたり地域貢献活動を実施されていま
す。その活動は、保険会社社員の寄付金等を財源として、県内社会福祉協議会等
に対し、市町内の要援助世帯等への訪問をはじめ、地域福祉活動のため福祉巡回
車を寄贈されています。
　本年は、松前町社会福祉協議会と本会へ軽自動車を寄贈していただきました。

　本会においては、訪問介護
事業で、介護サービスを利用
されている方への訪問のため
に利用させていただきます。
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　ヘルパーの専門性は、調理や掃除、おむつ交換やお風呂介助などのサービスを提
供するだけでなく、このサービスを通して、ご利用者や介護者の変化に気づき、思
いに寄り添うことだと考えています。

松野町社協 訪問介護事業所　紹介

　ご利用者と介護者の思いを受け止め支える
ために「ヘルパーとして何ができるのか」を
常に考えて仕事をしています。

　私たちヘルパーが大事にしていることは、訪問を通してご利用者や介護者の
日々の体調面と精神面の変化に気づくことです。そして、どんな小さな情報で
もヘルパー同士で共有し、ケアマネージャーや医師につなげ、ご利用者が在宅
生活を安心して送ることができるよう心がけています。
　また、ヘルパー同士で情報共有することで、どのヘルパーでも同じ質のサー
ビスを提供できるよう努めています。

　松野町の人口推移を見ると、総人口が減少していくなかで、高齢者の割合は
年々増加し、少子高齢社会と人口減少社会を同時に迎えています。この傾向は
今後も続いていくことが予想され、2025年には団塊の世代が75歳以上にな
り、高齢化は更に進展していきます。
　このようななかで、誰もが住み慣れた地域でいきいき暮らすためには、公的
な制度やサービスだけでなく、となり近所のつながりを活かしながら、みんな
が役割を持ち、互いに支え合える地域も必要です。

　松野町には、昔ながらの“お互いさま”な支え合い活動があります。この活
動の背景には、困った人をほっとけないという住民の思いと、それを解決して
いこうという住民の主体的な取り組みがあります。
　このような助け合いや支え合い活動や、地域のつながりづくりを大切にし、
更なる活動へと広げていくことが大切です。

　そこで、みなさんにお願いがあります！
　みなさんの身近な支え合い活動などを
松野町社協まで教えてください。
　今後、社協だよりで紹介していきます。

あい

誰もが 住み慣れた地域で               暮らすために

～ 支え 　　　  活動を教えてください ～
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